




































































































































































































































































































































































































































































和光大学表現学部紀要　17 号・2017 年 3 月
143
[10]三島由紀夫『豊饒の海』における能楽表象（二）―「美しい衰亡」へ
──注
（１）「春の雪」が一九六五年九月から一九六七年一月に、「奔馬」が一九六七年
二月から翌年八月に、「暁の寺」が一九六八年九月から一九七〇年四月に、
第四巻「天人五衰」が一九七〇年七月から一九七一年一月にかけて『新潮』
誌上に連載された。なお本稿において、三島由紀夫の文章はすべて詳細な
校訂に基づき編まれた『決定版　三島由紀夫全集』から引用する。
（２）『和光大学表現学部紀要　16』二〇一六年三月
（３）「日本の古典と私」。初出は『山形新聞』、一九六八年一月一日。引用は、『決
定版三島由紀夫全集　34』、新潮社、二〇〇三年九月、621ペー
ジ。
（４）「行動学入門」。初出は『Pocketパンチ
Oh!』、一九六九年九月～七〇年八月。
（５）三島由紀夫における能楽受容の全体像については、拙著『三島由紀夫と能
楽──「近代能楽集」、または堕地獄者のパラダイス』（勉誠出版、二〇一
二年十一月、44～67ペー
ジ）ですでに述べた。
（６）前者は『国文白百合』（二〇〇〇年三月）、後者は『国文白百合』（二〇〇二
年三月）。
（７）『三島由紀夫論集１　三島由紀夫の時代』二〇〇一年三月
（８）「行動学入門」。注４に同じ。
（９）『朝日ジャー
ナル』。初出は一九六九年三月三十日。
（10）「日本の古典と私」。注３に同じ。
